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第１章　目　的

第２章　地域の及び地積

第１節　地　域
(第１表)

第２節　地　積
（令和6年12月現在） (第２表)

地　　域

　　　　　現況地目
市町村名

畑
     (ha)

原　野
     (ha)

山　林
     (ha)

田
     (ha)

計
     (ha)

図測による

群馬県　前橋市　金丸町,東金丸町,嶺町,小坂子町,富士見町小暮

前橋市 42.0 143.0 -

備　　考

- - 185.0

　本地区のかんがい用水管路は、水資源機構群馬用水赤城幹線水路より分水し、昭和52年度に施工された農業用管水路である。当時の
パイプライン工事では、安価で施工性の優れていた石綿セメントが多く使用されていた。近年、漏水修理も頻繁に行われていることか
ら破損等により、石綿にばく露される危険性が高まり、農業者等の健康障害が懸念されることから、石綿を含有しない管製品に代替え
し、農業者等の健康保持と農業生産の安定を図るものである。

- 185.0計 42.0 143.0 - -

その他
     (ha)
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第３章　現　況

第１節　気象

１.　一般気象 (第３表-１)

観測所名 かんがい期

6月～9月

非かんがい期

10月～5月

前橋地方気象台

H.6年～R.5年　

平均気温　(℃)

観測期間

24.7℃ 10.5℃

計
又は平均

備　　考

　年平均15.2℃

　4月～6月　327.6mm

最多風向

降水量

降水日数

平 均　(日)

基準年　(日)

根雪期間

無霜期間 　　6月　16日～　9月　30日（　117日間）

81日

平 均　(mm)

基準年　(mm)

　29.9m/ｓ
（ＮＮＷ）

750.0

422.0

536.0

402.8

　－月　－日～　－月　　－日（　　－日間）

99日

824.0

1,286.0

　昭和35年

　昭和35年

52日 47日

ＮＮＷ
最大風速
（風　向）

34日 47日

最多風向発生時期　　　　11月～　3月

最大風速発生年月日　　明治33年9月28日
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２.　特殊気象

94.0

S30.8.6

145.2

S44.8.9

338.9
M43.8.6

～M43.8.11

39
S58.11.25
～S59.1.2

114.5

H9.9.11

188.5

S30.8.6

144.0

S37.8.28

130.9

S15.9.6

134.0

S25.7.28

1/14

発生
確率

(第３表-２)

発生
確率

第5位

81.4

S36.8.18

数　　量
(年月日)

数　　量
(年月日)

311.5
S57.9.10
～S57.9.12

262.4
S30.8.6
～S30.8.7

200.4
S25.7.27
～S25.7.30

発生
確率

数　　量
(年月日)

357.4

S22.9.15

数　　量
(年月日)

262.4

S30.8.6

233.5

R1.10.12
1/25

最大時間雨量(mm)

1/220

1/25 1/14

201.0

H11.8.14

82.0

S52.7.26

発生
確率

発生
確率

第1位 第2位 第3位 第4位

備　考

81.4

S37.8.28

180.0

S33.9.26

1/15

1/85 1/40

1/9
26

S55.10.26
～S55.11.20

最大連続干天日数
　　(日)

1/64 1/15 1/11 1/10
29

S56.1.3
～S56.1.31

27
S60.12.8
～S61.1.3

63
S56.12.3
～S57.2.3

観測所名

最大連続雨量(mm)

1/300

1/65

392.5
S22.9.13

～S22.9.15

数　　量
(年月日)

最大4時間雨量(mm)

前　橋

観測期間

M.30年～R.2年　

最大日雨量(mm)
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第２節　土地状況
１.　地形,土壌及び侵食の程度 (第４表-１-１)

計

　    　 項目
 

土壌
統(区)名

土　壌　統　(区)　区　分　一　覧　表

19.0前滝統 黄褐/黄褐 なし なし なし 砂質 なし

42.0  

(第４表-１-２)

泥炭層
黒泥層

グライ層
色 腐 植 礫 層

8°～
15°

地　目

1/1000
以下

1/1000
～1/100

1/100～
1/20

田 畑　･　そ　の　他

3°
～8°

-    

傾斜区分
3°
以下

面積(ha) -     -     -    

1/20～
1/11.5

1/11.5
以上

-     100.0 -    -    100.0 -    -    

214.0

143.0 -    

100.0 

-    143.0 

-    100.0 

備　考

土　　壌　　断　　面

堆積様式 母　材

比率(%) -     -    

備　考
最低

受益地標高(m)

15°～
20°

20°
以上

計 最高

523.0

下層土

一層 二層 三層

表土

42.0  -    

酸化沈殿物

土　性

-    

計

柏倉統 黒/黄褐 あり

中室田統

なし 壌質

なし

なし－なし 壌質

礫質 － 風積

風積 非固結

非固結

185.0

面　積

(ha)

なし 水積 非固結 42.0

風積 非固結 23.0なし

79.0風積 非固結

22.0

壌質 壌質 －中之沢統 黒褐/黄褐 あり なし

糸根富 壌質 粘質 －馬場統 黒/黒 あり なし

壌質 壌質 － なし黄褐/黒 あり なし なし
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２．土地分類

該当なし

３.　土地利用の状況 （令和6年12月現在）

４.　土地所有の状況 （令和6年12月現在）

筆　数　(筆) 758 － －

面　　積(ha)

農　　　　地

水　田
(ha)

42.0

受益者数 271 －

143.0

市 町 村 有

　　　土地
　　利用別

市町村別

前橋市

－42.0

普通畑
(ha)

個　人　有

(第４表-３）

用材林
(ha)

原 野

(ha)

採　草
放牧地
(ha)

その他

(ha)

計

(ha)
備　考

－

－

－

山　林

その他
樹園地
(ha)

県　　　有 国　　　有

－

計 備　　　考

－－ 185.0計 －

牧草畑
(ha)

果樹園
(ha)

桑 畑
(ha)

－－ － －－

薪炭林
(ha)

－ －

143.0

－ －

－

185.0 －

－

－ 185.0－

－ 271

758

備　　考
（関係戸数）

271

権 利 関 係 所有権 － －

271

(第４表-４）

－ － － 185.0
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第３節　水利状況

１.　用水状況

（１）用水系統
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（２）用水施設
(ア)　取水方法一覧表

(イ)　改修を要する施設一覧表

計

-

--

185 - -

-

--

-

管　水　路

59

64 管　水　路

-

-

 L=3,757.0m
(内,改修 L=3,125.0m)

井　堰

自然取水口

 揚 水 機 -

 そ の 他 -

施設名
又は

箇所数
受益面積(ha) 構　造

--

- - -

- - -

金丸
3号支線

62

-

貯水池

 用 水 路

金丸
2号支線

金丸
5号支線

（第５表-２）

改修を必要とする理由

-

備　考

-

 本施設は、石綿管を使用してお
り、老朽化も進んでいるため、石
綿を含有しない製品に代替えし、
今後の石綿に起因する影響を未然
に防止して農業者等の健康保持と
農業生産の持続的発展を図る。

-

-

-

-

-

-

 L=1,929.0m
(内,改修 L=1,665.0m)

規　模
新設年
又は

更新年

-

-

 L=1,066.0m
(内,改修 L=870.0m)

昭和52年

 L=762.0m
(内,改修 L=590.0m)

昭和52年

昭和52年

（第５表-１）

項目 か ん が い 面 積
計 水 利 権 慣行水利権

延べ
取水量 備　考500ha以上 500ha～100ha 100ha未満

ha 箇所 ha施設名 箇所 ha 箇所

-   -    -      -   -   -   -      

箇所 m3/s m3/sm3/s箇所 ha 箇所

井　堰 -   -      -   

-      -   -       

-   -       

貯水池 -   -      -   

-      -      -   

-      -   -       

-      -   -   -      -    

自然取水口 -   -      -   -      -    -      -   -   -   -      

-   -      -   

その他

-   -      -   

-      -      -   

-      1   59.0

-      -   -   -      -   -       -    揚水機 -   -      -   

　　項目

施設名

185.0 -   -      3   185.0計 -   -      -   

1    64.0

1    

管　水　路

-

59.0

3    -      0.2320 

-   -      -   -      1   62.0

金丸5号支線

-   -      0.1110 金丸2号支線

0.0590 -   -      

1    62.0 金丸3号支線0.0620 -   -      

-      1   

 群馬用水水利権
最大12.442ｍ3/s
の内数

64.0
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第４節　道路現況

該当なし

第５節　地域農業の概況

1.　産業別就業人口 資料：令和2年度国勢調査 （令和6年12月現在） （第７表－１）

鉱業
(人)

建設業
(人)

製造業
(人)

前橋市 162,977 6,500 267 15 14 13,179 24,700

　　　　項目

　市町村名

総  数
　　(人)

農業
(人)

林業
(人)

漁業
(人)

電気
ガス

熱供給
水道業
(人)

運輸通
信業
(人)

卸売
小売業
飲食店
(人)

金融
保険業
(人)

不動産
業

(人)

サービ
ス業
(人)

公務
(人)

その他
(人)

備　　  考

計 162,977 6,500 267 15 14

8.1 15.2

13,179 24,700

比率(％) 100.0 4.0 0.2 2.7 1.76.6 16.30.0 0.0 40.4 4.2 0.0

065,910 6,901

065,910 6,901

0.6

2,776924 10,773 26,602 4,416

924 10,773 26,602 4,416 2,776
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２.　経営耕地広狭別農家数及び耕地の分散状況並びに専兼業別農家数 資料：2020センサス （令和6年12月現在）

資料：2015　2020センサス （令和6年12月現在）

-0.6%1.6%

-

-

-

505

2.0% 51.8%0.7%

38113

草　地

1.40 1.490.78 0.59 0.03 0.09

区分

5,713

樹園地

100.0%

小　計

1.7%

493

前橋市

田

計

比率(%)

1　戸　当　た　り　平　均　農　用　地　面　積　(ha)

畑

市町村名

16.8%

505

8.8%

95898

8.6%

区分

市町村名

958

農  家
総戸数

(戸)
0.3
　ha

　　未満

0.5
～
1.0

0.3
～
0.5

経　　営　　農　　地　　広　　狭　　別　　農　　家　　数　　　　　　(戸)

例外規定
の適用を

受けるもの

3.0
～
5.0

自給的農家
5.0
～

10.0

前橋市 5,713 98 493 113

1.0
～
1.5

1.5
～
2.0

2.0
～
3.0

94238 181

計

-1.49

1戸当たり

団 地 数
専　　業

4.2%

238

3.2%

181

- 1,268-

団地当た
り 面 積

(ha)

52% 40% 100%94% 6%

2,96233

477 1,956

1,956

耕 地 の 分 散 状 況

12.9%

477

第　二　種

(第７表-２-１)

(第７表-２-２)

1,268

52.9%34.3%

10.0
～

20.0

2,96238

20.0
　ha

　　以上

33

備　　考

専　兼　別　農　家　数　(戸)

兼　  　業

第　一　種

94

比率(%)

-0.78 0.59計(平均) 0.03

2%

1.40 0.09

-12-



３.　動力農機具及び主要家畜頭数
資料：2015センサス （令和6年12月現在）

乳　用　牛 肉　用　牛

戸数
(戸)

1,932 1,524 1,380

数量
(台)

数量
(台)

戸数
(戸)

乗用トラクター 田　植　機 自脱型コンバイン

11,291 166

利用戸数
割合(%)

4,133 3,098 2,011計

100戸当たり
数量(台,頭)

130,547 72

152 130,547 72

3% 3% 2%

198 279 2,285

15,948

15211,291 166 15,948

  項目

市町村名

前橋市

動　力　農　機　具

4,133 3,098 2,011

戸数
(戸)

数量
(台)

1,932

27

24%

72

54%

35

34%

1,3801,524

備　  考

戸　数
(戸)

主　　　要　　　家　　　畜

数　量
(頭)

戸　数
(戸)

数　量
(頭)

豚

数　量
(頭)

戸　数
(戸)

(第７表-３)
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４.　主要作物作付状況 資料：第54次農林水産統計年報 （令和6年12月現在） (第７表-４)

※畑及び樹園地の市町村別作付面積についての、近年統計データがないため、第54次統計年報のデータを用いた。

　　　　　　　　　区分
　　作物名

単位面積
当たり収量
(kg/10a)

総本地面積(ha) 7,940

総農用地面積(ha)

（水稲)

作付面
積(ha)

単位面積
当たり収量
(kg/10a)

作付率
(%)

備　　考

8,180

7,940

1,640

49

（小麦)

8,180

2,387

作付面
積(ha)

作付面
積(ha)

作付面
積(ha)

3,970

479

（うめ）

(青刈ﾄｳﾓﾛｺｼ）

市　町　村　名 平均前橋市 計

単位面積
当たり収量
(kg/10a)

20

単位面積
当たり収量
(kg/10a)

2,330 28

29

273

小計 3,970

田

表作

裏作

水稲・他

麦類・他

4652,330

1,640

小計 2,660

畑

春夏
作

野菜類

秋冬
作

ﾎｳﾚﾝ草等

2,387

273

樹
園
地

果　樹 210553

1,490

210

桑・飼肥料作物等 1,490

計 8,330 102

101.8%市町村別延作付率(%) 101.8%

8,330

1,953

1,101

県平均91.8％

18

3

3

2,660 33

(きゅうり)

(ホウレン草)
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５.　農業の動向

第６節　地域環境の概況

農振地域指定（S45)　野菜指定産地冬春きゅうり(S54)・ほうれんそう(S55)・夏秋きゅうり(H27)・夏秋なす(H28)

9,059
乳用牛

586,983 482,534

水稲
184,373

117
215,006

113
208,544

- -

2,011

1,5242,091

4,133

69

125
10,098 11,291

102

(第７表-５)

変化の
理由

変化の
状　況

Ｃ年を
100

とする
指　数

3,396 1,550

備　考

労力の減少に伴う
機械化省力営農の

定着

81

肉用牛 135 134
11,902 16,063 15,948

トラクター 102

田植機 92

動力
防除機

5,103 5,183

2,615

Ａ：平成27年
(2015年農業ｾﾝｻｽ)

Ｂ：平成22年
(2010年農業ｾﾝｻｽ)

Ｃ：平成17年
(2005年農業ｾﾝｻｽ)

Ｂ,Ｃ年においては
販売農家を中心と
する統計データ
で、Ａ年では統計
項目が変わったの
で主要作物、畜
産、動力農機具は
比較できない

2020農業センサス
では全ての統計結
果が出ていないた
め上記での検討と
した。

62
564,102

専業農家数 116 104 田 102

　　項

目

区分 C

B A

農　家

B

86104耕地

土　地

C

B A
作物名

C

167,129 167,753286,828 225,083 164,265

動力農機具主要作物

B A
農機具名

C
BA A

111

家畜名
C

家　畜

豚 104 126
866 650 477 244,036 1,813 103,265274,909 239,722 3,022 1,750 107,008 130,547

第一種兼業
農家数 75 55 畑 113 98 いも類 58 60

102

2,933 2,698

140195166 90
15,247

131 92
8,32717,729 6,524

自脱型
ｺﾝﾊﾞｲﾝ

採卵鶏
(百羽)

1,4972,256 12,724

35

89,361

126
101,087

野菜類
70,690

第二種兼業
農家数
2,985

豆類
9,2081,956 25,246

66 樹園地
19,208

92
2,738

95 75 麦類
1,219 1,415 1,268 300,858

5,979

総農家数 80
4,803 3,701

　本地域は、前橋市の田園環境整備マスタープランの環境配慮区域にある。前橋市の北部に位置し、田畑の混在する農村風景を色濃く残している
地域である。

地 域 指 定 等

21,933

88

農業
従事者数

19,388 13,744

- -

社会経済の変化 農地転用による
水稲の生産調整
転作の奨励による

生活環境、食肉需要の
変化による

63 143
-

ﾌﾞﾛｲﾗｰ
(百羽）
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第４章　一般計画

第１節　事業計画の要旨

　 １．　要旨

２.　事業別面積

事業目的

第２節　営農計画及び土地利用計画

該当なし

計 42.0 143.0 － － 185.0

用水改良 42.0 143.0 － － 185.0

　本路線は、水資源公団営群馬用水の赤城幹線水路より分水され、末端農地へ導水する支線水路として昭和５２年度までに県

営事業で造成された基幹用水施設である。この支線水路は、自然圧による畑地かんがい用水と水田への用水補給のための圧力

管路として受益地域のほ場整備計画を前提にした位置に埋管されたものである。しかし、その後すでに４７年余り経過したこ

とと、経年とともに水利用形態も変化したことも大きく加わり管路が疲労脆弱化したことによって、近年、漏水補修も頻繁に

行われており、老朽化に伴う破損等により、石綿に起因する農業者等の健康被害が懸念されることから、石綿を含有しない管

製品に代替えし、農業者等の健康保持と農業生産の安定を図るものである。

(第８表)

土地利用
水田
(ha)

普通畑
(ha)

樹園地
(ha)

その他
(ha)

計
(ha)

備　　　　考区分
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第３節　用水計画

１.　計画基準年

群馬用水基準年に準拠していることから昭和35年とする。

２.　計画かんがい方式

（ｲ）かんがい期間

かんがい期間・・・・・・・・・・5月16日～9月25日（代かき期間　5月16日～6月25日）

畑地かんがい・・・・・・・・・・通年

（ﾛ）かんがい方式

水田・・・・・・・・・・たん水かんがい

畑地かんがい・・・・・・散水かんがい

３.　計画用水系統　　

当路線は、既設管と同位置に布設替えし、受益地へ導水する路線であるため、用水系統は現況と同じである。

（次頁参照）
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計画用水系統模式図
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４.　計画用水量　
(１)　かんがい用水

(２)　営農飲雑用水 該当なし

５． 水源計画
（１）水利用計画

・ ： 水田（水稲）　　：5mm／日～80mm／日の80%
　　（畑利用）　：5mm／日の80%で上限はＴＲＡＭまで
 畑　　　　 　　：5mm／日の80%で上限はＴＲＡＭまで

・ ： 水田　 　　 　　：代掻き期全用水量の5%、普通期全用水量の28%

・ ： 水田（水稲）全量補給 ：幹線水路5%，支線水路5%，末端水路8%　　　　           計18%
　　（水稲）一部補給 ：幹線水路5%，支線水路5%　　　                       　計10%
　　（畑利用）       ：幹線水路5%，支線水路5%，末端水路3%　　　　           計13%
 畑                  ：幹線水路5%，支線水路5%，末端水路8%，散水ロス17%　　　計30%

(第１０表-１-１)

　　　　項目

系統名

種別

面積（ha）
水田かんがい 水田畑利用 畑地かんがい その他

消
費
水
量

面
積

計画平
均単位
用水量

面
積

平均 最大

計

計画平
均単位
用水量

計画代
 単位
用水量

(mm/
日)

損
失
率

粗用水量

普通期 代 期

面
積

一日当
たり計
画平均
かん水
深

平均間
断日数

面
積

一日当
たり計
画平均
かん水
深

平均間
断日数

(m3/s) (m3/s)

金丸2号支線 農業用水 64.0 38 153 64.0 -

(日) (ha) (m3/日) (ha) (m3/s) (％)
(mm/
日)

(ha)
(mm/
日)

(日) (ha)
(mm/
日)

- - 10～30 0.072 0.11164.0 -

金丸3号支線 農業用水 62.0 38

- - 6.063 5

0.042 0.062

金丸5号支線 農業用水 38 153 59.0 - - -

5 62.0 - - - 10～30153 62.0 - - - 6.063

10～30 0.041 0.0596.063 5 59.0 - - -

有効雨量

反復利用

損失率

59.0
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計 0.1550 0.2320 0.1550 0.2320

不足量 － － － －

利
用
可
能
量

宮室2号支線 0.0720 0.1110 0.0720 0.1110

宮室5号支線 0.0410 0.0590 0.0410

全用水量

金丸2号支線 0.0720 0.1110 0.0720 0.1110

金丸5号支線 0.0410 0.0590 0.0410

0.0420 0.0620

0.0420 0.0620 0.0420 0.0620

－ － －

金丸5号支線 － － －

損失水量

金丸2号支線 0.0102 0.0155 0.0102 0.0155

金丸5号支線 0.0123 0.0177 0.0123

0.0413 0.0287 0.0413

－

0.0177

0.0590

0.0590

金丸3号支線

金丸3号支線

金丸3号支線

宮室3号支線

－ － － －

0.0126 0.0186 0.0126 0.0186

0.0420 0.0620

有効雨量

金丸2号支線 －

純用水量

金丸2号支線 0.0618 0.0955 0.0618 0.0955

(第１０表-２-２-１)

区分
現　　況　(ｍ3/s) 計　　画　(ｍ3/s)

備　　考

代 期 普通期 代 期 普通期

金丸3号支線 0.0294 0.0434 0.0294 0.0434

金丸5号支線 0.0287
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（２）　用水対策

（ア）貯水池

該当無し

（イ）井堰及び自然取水口

該当無し

（ウ）揚水機

該当無し

（エ）用水路

塩化ビニル管φ300

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管φ300

塩化ビニル管φ300

870.0

計 （ｍ3／S） （ｍ）

金丸2号支線 42.0 22.0 64.0 0.111 1,665.0

金丸3号支線 0.0 62.0 62.0 0.062

(第１０表-６)

項　目 かんがい面積（ｈａ） 最大通水量 延　　長
構　　造 備考

名　称 田 畑

590.0 塩化ビニル管φ300金丸5号支線 0.0 59.0 59.0 0.059
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第５章　主要工事計画

第１節　用水施設

（１）貯水池

該当無し

（２）頭首工

該当無し

（３）揚水機

該当無し

（４）用水路

塩化ビニル管φ300原中支線 0.0 62.0 62.0 0.0620 870.0 870.0

1,665.0 1,665.0
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管φ300

塩化ビニル管φ300
宮室3号支線 42.0 22.0 64.0 0.1110

主要構造物 備 考
名　称 田 畑 計 (m3/s) 開渠 ﾄﾝﾈﾙ･その他 計

項　目 かんがい面積 通水量 延　　長（ｍ）
構　造 勾配

原中支線 0.0 59.0 59.0 0.0590 590.0 590.0 塩化ビニル管φ300
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第６章　付帯工事計画

該当なし

第７章　工事の着手及び完了の予定時期

着手 令和７年度

完了 令和１１年度

第８章　環境との調和への配慮

１．　環境との調和への配慮の方針

２．　環境との調和への配慮に伴う配慮内容

第９章　換地計画の概要

該当なし

　工事施工には周辺環境に配慮して、排気ガス対応型重機の使用や騒音対策を適切に実施する。

　動植物の生息環境や生態系の保全に配慮するとともに田園環境整備マスタ－プランに基づき、自然と歴史を生かしながら、さ

らに住みよい地域を目指す。

　学識経験者・地域住民代表等を交えた環境情報協議会を開催し、自然環境（動植物や景観）の配慮に努めた計画等について、

意見交換を実施し配慮方針を定めた。

　事前調査の結果、地区内に希少動植物の生息は確認されなかったが、工事着手前に施工箇所周辺において、改めて確認調査を
行う。仮に生息が確認された場合は、保全対象生物の仮移動を実施した上で工事を行うとともに、施工区間を一定の距離ごとに

分けることで生物の移動が可能となる環境を確保する。

　石綿セメント管撤去工事では、作業員の教育、関係者以外の立ち入り禁止措置、粉塵飛散防止対策、撤去した管の処理を徹底
して行う。

　掘削土は掘削時に搬出し、埋戻し時に搬入対応を行い、土砂の流出・飛散防止に努め、路面が土埃等で汚れた場合には適切に

清掃処理を行う。
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第１０章　事業費の総額及び内訳

第１１章　効用

（参考） 千円

千円

総 費 用 総 便 益 比 1.19

計 152,095 168,636

総 費 用（現在価値化） 2,606,902
総便益額（現在価値化） 3,118,758

災害防止効果(公共部門) 1,453

国産農産物安定供給効果 12,402

1,120 △ 13,367

維持管理節減効果 △ 31,669 10,997

災害防止効果(一般部門) 423

(第２７表-１)

区　　　　分
増加見込効果額

(千円)
増加見込所得額

(千円)
備　　　考

作 物 生 産 効 果 168,312 171,006 　
効果算定年度　令和6年度

営農経費節減効果

災害防止効果(農業関係部門) 54

（単位：千円）　(第２６表)

事　業　名 農地防災事業 備　　　考

工 事 費 450,000
　
令和6年度単価

主 要 工 事 450,000

附 帯 工 事 －

事 務 費 22,500

計 472,500
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第１２章　関連する事業

第１３章　現況・計画図面

１．計画一般平面図・・・・・・別紙添付図面のとおり。

２．現況計画平面図・・・・・・別紙添付図面のとおり。

３．主要構造図・・・・・・・・別紙添付図面のとおり。

本事業区域は、この事業の
用水受益であり、一部区間
を本事業で更新し、機能回
復を図る。

5,934 3,493,922

事　業　名 事 業 主 体 名 受 益 面 積 総事業費 事　業　内　容 関　連　事　由

かんがい排水事業 群 馬 県

ｈａ 千円

支線水路　29路線　92km他
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標　　準　　図

前 橋 金 丸 地 区



図 面 の 名 称

S=1 : 2 5

掘 削 幅 (＝ 表 層 仮 復 旧 幅 )

ｼ ﾝ ｸ ﾞ ﾙ ( W = 1 5 c m )

埋 設 標 識 ｼ ｰ ﾄ

土 工 断面 図 (φ 300区 間 )①

塩 化 ビ ニ ー ル 管 (φ 30 0 m m )

土
被

り
高

1
,
2
0
0
以

上
(
1
,
5
0
0
で

計
算

)
1
5
0

φ
3
0
0

3
1
8
.
0

3 1 8 . 0

3 1 6 . 03 1 6 . 0

下 層

上 層

9 5 0 m m (土 留 併 用 )

(影 響 幅 )

3 0 0 m m
(影 響 幅 )
3 0 0 m m

表 層 本 復 旧 幅 ( W = 1 . 5 5 m )

S P材 相 当 基 礎
（ 砂 基 礎 ）

基 床 砂 基 礎

金丸支線２号線

(粒調砕石30～ 0) t=15cm　 (17cm)

※ (　 )仮復旧時

表 層 (再 生 密 粒 ア ス コ ン )  t = 5 c m ( 3 c m )

(砕石砕石 40～ 0) t=30cm

V2 掘削面整形

V3 埋戻転圧(敷~管上)

V4 埋戻転圧(管上~路盤)

V1 機械掘削

V5 残土処理

名　称

舗装カット

名　称

名　称

舗 装 復 旧 数 量 ｍ 当 り

数　量 摘　要

2

2

2

2

3

3

3

3 機械(良質発生土)

V1-(V4*1.11)

人力(砂基礎)

ｍ 当 り

摘　要

ｍ 当 り

数　量 摘　要

2. 0 0 0 m 両側
2

本復旧

仮復旧

数　量

表層仮復旧(t=3cm)

土 工 数 量 　 左 図 よ り 算 出

2

2

表層本復旧(t=5cm)

1 . 8 2 2 m

0 . 9 5 0 m

0 . 9 5 0 m

0 . 7 6 8 m

0 . 3 6 5 m

取 壊 し 数 量

舗装取壊し（t=3cm)

舗装取壊し（t=5cm)

0 . 9 5 0 m

1 . 5 5 0 m

1 . 5 5 0 m

0 . 9 5 0 m

0 . 9 5 0 m

0 . 9 5 0 m

再生密粒アスコン

再生密粒アスコン

粒調30~0

再生切砕40~0

土 工 計 算 に つ い て は 土 被 り 高 1.5 0ｍ で 計 算

土工断面図(φ300区間)①

3
0
0

上層復旧(t=17cm仮復旧時)

下層復旧(t=30cm)

金 丸 ２ 号 支 線



図 面 の 名 称

S=1 : 2 5

掘 削 幅 (＝ 表 層 仮 復 旧 幅 )

ｼ ﾝ ｸ ﾞ ﾙ ( W = 1 5 c m )

埋 設 標 識 ｼ ｰ ﾄ

下 層

上 層

金丸支線２号線

(粒調砕石30～ 0) t=15cm　 (17cm)

表 層 (再 生 密 粒 ア ス コ ン )  t = 5 c m ( 3 c m )

(砕石砕石 40～ 0) t=30cm

V2 掘削面整形

V3 埋戻転圧(敷~管上)

V4 埋戻転圧(管上~路盤)

V1 機械掘削

V5 残土処理

名　称

舗装カット

名　称

名　称

舗 装 復 旧 数 量 ｍ 当 り

数　量 摘　要

2

2

2

2

3

3

3

3 機械(良質発生土)

V1-(V4*1.11)

人力(砂基礎)

ｍ 当 り

摘　要

ｍ 当 り

数　量 摘　要

2. 0 0 0 m 両側
2

本復旧

仮復旧

数　量

表層仮復旧(t=3cm)

土 工 数 量 　 左 図 よ り 算 出

2

2

表層本復旧(t=5cm)

取 壊 し 数 量

舗装取壊し（t=3cm)

舗装取壊し（t=5cm)

再生密粒アスコン

再生密粒アスコン

粒調30~0

再生切砕40~0

土 工 計 算 に つ い て は 土 被 り 高 1.5 0ｍ で 計 算

土 工 断面 図 (φ 300区 間 )②

ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 管 (φ 30 0 m m )

1 , 0 0 0 m m (土 留 併 用 )

土
被

り
高

1
,
2
0
0
以

上
(
1
,
5
0
0
で

計
算

)
1
5
0

φ
3
0
0

(影 響 幅 )

3 0 0 m m
(影 響 幅 )
3 0 0 m m

S P材 相 当 基 礎
（ 砂 基 礎 ）

基 床 砂 基 礎

※ (　 )仮復旧時

3 2 2 . 8

3 3 8 . 6 3 3 8 . 6

表 層 本 復 旧 幅 ( W = 1 . 6 0 m )

土工断面図(φ300区間)②

3
2
2
.
8

1 . 9 2 3 m

1 . 0 0 0 m

0 . 3 9 1 m

1 . 0 0 0 m

0 . 8 1 3 m

1 . 0 0 0 m

1 . 6 0 0 m

1 . 6 0 0 m

1 . 0 0 0 m

1 . 0 0 0 m

1 . 0 0 0 m

3
0
0

上層復旧(t=17cm仮復旧時)

下層復旧(t=30cm)

金 丸 ２ 号 支 線



S = 1 : 2 5

図 面 の 名 称

金丸支線２号線

V2 掘削面整形

V3 埋戻転圧(敷~管上)

V4 埋戻転圧(管上~路盤)

V1 機械掘削

V5 残土処理

名　称

2

3

3

3

3 機械(良質発生土)

V1-(V4*1.11)

人力(砂基礎)

ｍ 当 り

摘　要数　量

土 工 数 量 　 左 図 よ り 算 出

ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 管 (φ 30 0 m m )

土工断面図(φ300区間)②

1. 0 0 0 m

0 . 3 9 1 m

ｼ ﾝ ｸ ﾞ ﾙ ( W = 1 5 c m )

埋 設 標 識 ｼ ｰ ﾄ

1 , 0 0 0 m m (土 留 併 用 )

土
被

り
高

1
,
2
0
0
以

上
(
1
,
5
0
0
で

計
算

)
1
5
0

φ
3
0
0

S P材 相 当 基 礎
（ 砂 基 礎 ）

基 床 砂 基 礎

3 2 2 . 8

3 3 8 . 6 3 3 8 . 6

3
2
2
.
8

3
0
0

掘 削 幅 (＝ 敷 砂 利 復 旧 幅 )

名　称

舗 装 復 旧 数 量 ｍ 当 り

摘　要

2

土 工 計 算 に つ い て は 土 被 り 高 1.5 0ｍ で 計 算

敷砂利本復旧(t=10cm) 再生切砕40~0

数　量

敷砂利 t=10cm

1 . 0 0 0 m

1 . 9 7 3 m

1 . 4 0 0 m

0 . 4 1 9 m

金 丸 ２ 号 支 線
土 工 断面 図 (φ 300区 間 )③



図 面 の 名 称

S=1 : 2 5

V2 掘削面整形

V3 埋戻転圧(敷~管上)

V4 埋戻転圧(管上~路盤)

V1 機械掘削

V5 残土処理

名　称

舗装カット

名　称

名　称

舗 装 復 旧 数 量 ｍ 当 り

数　量 摘　要

2

2

2

2

3

3

3

3 機械(良質発生土)

V1-(V4*1.11)

人力(砂基礎)

ｍ 当 り

摘　要

ｍ 当 り

数　量 摘　要

2. 0 0 0 m 両側
2

本復旧

仮復旧

数　量

表層仮復旧(t=3cm)

土 工 数 量 　 左 図 よ り 算 出

2

2

表層本復旧(t=5cm)

取 壊 し 数 量

舗装取壊し（t=3cm)

舗装取壊し（t=5cm)

再生密粒アスコン

再生密粒アスコン

粒調30~0

再生切砕40~0

土 工 計 算 に つ い て は 土 被 り 高 1.5 0ｍ で 計 算

金丸支線３号線

塩 化 ビ ニ ー ル 管 (φ 30 0・ 3 0 0 m m )
3
0
0

3 0 0 m m

(影 響 幅 )

3
1
8
.
0

φ
3
0
0

1
5
0

土
被

り
高

1
,
2
0
0
以

上
(
1
,
5
0
0
で

計
算

)

埋 設 標 識 ｼ ｰ ﾄ

ｼ ﾝ ｸ ﾞ ﾙ ( W = 1 5 c m )

基 床 砂 基 礎

（ 砂 基 礎 ）

SP材 相 当 基 礎

※(　 )仮復旧時

3 0 0 m m
(影 響 幅 )

3 1 8 . 0 3 1 8 . 0 3 1 7 . 03 5 0 . 03 1 7 . 0

1 , 6 2 0 m m ( 土 留 併 用 )

掘 削 幅 (＝ 表 層 仮 復 旧 幅 )

表 層 (再 生 密 粒 ア ス コ ン )  t = 5 c m ( 3 c m )

(粒調砕石 30～ 0) t=15cm　 (17cm)
上 層

下 層

(砕石砕石 40～ 0) t=30cm

土工 断 面図 (φ 300・ 300並 列区 間 )

土工断面図(φ300・300並列区間)

3. 1 0 7 m

1 . 6 2 0 m

0 . 5 9 9 m

1 . 6 2 0 m

1 . 3 0 9 m

1 . 6 2 0 m

表 層 本 復 旧 幅 ( W = 2 . 2 2 m )

2 . 2 2 0 m

2 . 2 2 0 m

1 . 6 2 0 m

1 . 6 2 0 m

1 . 6 2 0 m

上層復旧(t=17cm仮復旧時)

下層復旧(t=30cm)

金丸３・５号支線(並列区間)



図 面 の 名 称

S=1 : 2 5

掘 削 幅 (＝ 表 層 仮 復 旧 幅 )

ｼ ﾝ ｸ ﾞ ﾙ ( W = 1 5 c m )

埋 設 標 識 ｼ ｰ ﾄ

塩 化 ビ ニ ー ル 管 (φ 30 0 m m )

土
被

り
高

1
,
2
0
0
以

上
(
1
,
5
0
0
で

計
算

)
1
5
0

φ
3
0
0

3
1
8
.
0

3 1 8 . 0

3 1 6 . 03 1 6 . 0

下 層

上 層

9 5 0 m m (土 留 併 用 )

(影 響 幅 )

3 0 0 m m
(影 響 幅 )
3 0 0 m m

表 層 本 復 旧 幅 ( W = 1 . 5 5 m )

S P材 相 当 基 礎
（ 砂 基 礎 ）

基 床 砂 基 礎

(粒調砕石 30～ 0) t=15cm　 (17cm)

※ (　 )仮復旧時

表 層 (再 生 密 粒 ア ス コ ン )  t = 5 c m ( 3 c m )

(砕石砕石 40～ 0) t=30cm

V2 掘削面整形

V3 埋戻転圧(敷~管上)

V4 埋戻転圧(管上~路盤)

V1 機械掘削

V5 残土処理

名　称

舗装カット

名　称

名　称

舗 装 復 旧 数 量 ｍ 当 り

数　量 摘　要

2

2

2

2

3

3

3

3 機械(良質発生土)

V1-(V4*1.11)

人力(砂基礎)

ｍ 当 り

摘　要

ｍ 当 り

数　量 摘　要

2. 0 0 0 m 両側
2

本復旧

仮復旧

数　量

表層仮復旧(t=3cm)

土 工 数 量 　 左 図 よ り 算 出

2

2

表層本復旧(t=5cm)

1 . 8 2 2 m

0 . 9 5 0 m

0 . 9 5 0 m

0 . 7 6 8 m

0 . 3 6 5 m

取 壊 し 数 量

舗装取壊し（t=3cm)

舗装取壊し（t=5cm)

0 . 9 5 0 m

1 . 5 5 0 m

1 . 5 5 0 m

0 . 9 5 0 m

0 . 9 5 0 m

0 . 9 5 0 m

再生密粒アスコン

再生密粒アスコン

粒調30~0

再生切砕40~0

土 工 計 算 に つ い て は 土 被 り 高 1.5 0ｍ で 計 算

土工 断面 図 (φ 300区間 )

金丸支線３号線

土工断面図(φ300区間)

3
0
0

上層復旧(t=17cm仮復旧時)

下層復旧(t=30cm)

金 丸 ３ 号 支 線



図 面 の 名 称

S=1 : 2 5
塩 化 ビ ニ ー ル 管 (φ 30 0 m m )

V2 掘削面整形

V3 埋戻転圧(敷~管上)

V4 埋戻転圧(管上~路盤)

V1 機械掘削

V5 残土処理

名　称

2

3

3

3

3 機械(良質発生土)

V1-(V4*1.11)

人力(砂基礎)

ｍ 当 り

摘　要数　量

土 工 数 量 　 左 図 よ り 算 出

0. 9 5 0 m

0 . 3 6 5 m

土工 断面 図 (φ 300区間 )

土工断面図(φ300区間)

ｼ ﾝ ｸ ﾞ ﾙ ( W = 1 5 c m )

埋 設 標 識 ｼ ｰ ﾄ

土
被

り
高

1
,
2
0
0
以

上
(
1
,
5
0
0
で

計
算

)
1
5
0

3
1
8
.
0

3 1 8 . 0

3 1 6 . 03 1 6 . 0

9 5 0 m m (土 留 併 用 )

S P材 相 当 基 礎
（ 砂 基 礎 ）

基 床 砂 基 礎

掘 削 幅 (＝ 敷 砂 利 復 旧 幅 )

敷砂利 t=10cm

名　称

舗 装 復 旧 数 量 ｍ 当 り

摘　要

2

土 工 計 算 に つ い て は 土 被 り 高 1.5 0ｍ で 計 算

敷砂利本復旧(t=10cm) 再生切砕40~0

1 . 8 7 0 m

数　量

0. 9 5 0 m

φ
3
0
0

3
0
0

1 . 3 3 0 m

0 . 3 9 4 m

金丸支線５線

金 丸 ５ 号 支 線



図 面 の 名 称

S=1 : 2 5

掘 削 幅 (＝ 表 層 仮 復 旧 幅 )

ｼ ﾝ ｸ ﾞ ﾙ ( W = 1 5 c m )

埋 設 標 識 ｼ ｰ ﾄ

塩 化 ビ ニ ー ル 管 (φ 30 0 m m )

土
被

り
高

1
,
2
0
0
以

上
(
1
,
5
0
0
で

計
算

)
1
5
0

φ
3
0
0

3
1
8
.
0

3 1 8 . 0

3 1 6 . 03 1 6 . 0

下 層

上 層

9 5 0 m m (土 留 併 用 )

(影 響 幅 )

3 0 0 m m
(影 響 幅 )
3 0 0 m m

表 層 本 復 旧 幅 ( W = 1 . 5 5 m )

S P材 相 当 基 礎
（ 砂 基 礎 ）

基 床 砂 基 礎

(粒調砕石 30～ 0) t=15cm　 (17cm)

※ (　 )仮復旧時

表 層 (再 生 密 粒 ア ス コ ン )  t = 5 c m ( 3 c m )

(砕石砕石 40～ 0) t=30cm

V2 掘削面整形

V3 埋戻転圧(敷~管上)

V4 埋戻転圧(管上~路盤)

V1 機械掘削

V5 残土処理

名　称

舗装カット

名　称

名　称

舗 装 復 旧 数 量 ｍ 当 り

数　量 摘　要

2

2

2

2

3

3

3

3 機械(良質発生土)

V1-(V4*1.11)

人力(砂基礎)

ｍ 当 り

摘　要

ｍ 当 り

数　量 摘　要

2. 0 0 0 m 両側
2

本復旧

仮復旧

数　量

表層仮復旧(t=3cm)

土 工 数 量 　 左 図 よ り 算 出

2

2

表層本復旧(t=5cm)

1 . 8 2 2 m

0 . 9 5 0 m

0 . 9 5 0 m

0 . 7 6 8 m

0 . 3 6 5 m

取 壊 し 数 量

舗装取壊し（t=3cm)

舗装取壊し（t=5cm)

0 . 9 5 0 m

1 . 5 5 0 m

1 . 5 5 0 m

0 . 9 5 0 m

0 . 9 5 0 m

0 . 9 5 0 m

再生密粒アスコン

再生密粒アスコン

粒調30~0

再生切砕40~0

土 工 計 算 に つ い て は 土 被 り 高 1.5 0ｍ で 計 算

土工 断面 図 (φ 300区間 )

土工断面図(φ300区間)

3
0
0

上層復旧(t=17cm仮復旧時)

下層復旧(t=30cm)

金丸支線５号線

金 丸 ５ 号 支 線



　
　

制水弁（バタフライバルブ）数量表 １ヶ所当り
単　位 数　量

コ 1

１． 回転方向は、「の締め」とする。
〃 3

２． 鋳鉄蓋天端と路面が一致するよう管埋設深を調整する。 枚 2
〃 1

３． 本図面は、塩ビ管路のものであり、ダクタイル管路の場合は、 ㎡ 1.92
別添の制水弁（バタ弁　ダクタイル管）標準図を使用すること。

４． 県道、一般市町村道及びⅡ交通の計画幹線道路は、T-25を使用のこと。

５． コンクリート版（1350×1000）については、地区状況により判断すること。 図面の名称 図面番号

制　水　弁

（バタフライ弁　塩ビ管路）

名　　　　　称
バタフライ弁

備　　　　　考
JIS B 2004(FC)
規　　　　　格

足掛け金物

φ600以上　T-14
（ＦＣＤ）

600C　（片斜壁）
JIS A 5372

900A （直壁）
JIS A 5372

鋳　鉄　蓋

1マンホール

〃 1

〃

〃 1

穴あきU型用甲蓋(T-6）
BF用甲蓋（T-4）440×1000×70

1350×1000×130
RC-40砕石基礎

コンクリート板

凡
　
例

側　面　図 平　面　図

440

1600

コンクリート板
440×1000×70

1
00

0

1
20

0

砕石基礎(RC-40)600

600C(JIS A 5372)

900A(JIS A 5312)

コンクリート板
440×1000×70

砕石基礎(RC-40)

1350

コンクリート板

1350×1000×130

11
0

60
0

3
00

70

1
00

バタフライバルブ

JIS B 2004
          (FC)

 離脱防止付
フランジ短管
（別途計上）

（別途計上）

13
0

ネーム入り丸型鋳鉄蓋（ＦＣＤ）
φ600以上（T-14）

（別途計上）
 離脱防止付
フランジ短管
（別途計上）



種別 単　位 塩ビ管路 ﾀﾞｸﾀｲﾙ管路

仕切弁 ヶ 1 1

弁筐 式 1 1
本 － －

注） １． 回転方向は、「の締め」とする。

２． 弁筐天端は、路面と一致するよう管埋設深を調整する。

３． 制水弁の上流直管は切り管を使用せず、１本物を使用することを原則とする。
また、離脱防止金具は設計条件を検討し、使用個数を決めること。

本体工

保護工
90×90×600
鋳　鉄　製

離脱防止付片フラ
ンジ継手管（FCD
製）

２

図面番号

制　水　弁

（　仕　切　弁　）

図　面　の　名　称

必要により設置

備　考

座台共

－

規　格
JIS B 2062FC

〃 2

凡
　
例塩　ビ　管　路 ダクタイル管路

ネーム入り
〔○○○〕制水弁

鎖or蝶番付鋳鉄蓋（FCD）

ネジ調整付鋳鉄弁筐（FCD）

仕切弁　JIS B  2062FC
コンクリート座台

φ520×80 以上

150以上

φ170以上

（φ50～300）
離脱防止付片フランジ継手管（FCD製）

コンクリート板　390×500×100（別途計上）

短管１号or
短管２号（別途計上）
特殊押輪（別途計上）

短管１号or
短管２号（別途計上）

特殊押輪（別途計上）

コンクリート板　390×500×100（別途計上）

7
0
0
以

上



種別・規格 排泥弁φ50 排泥弁φ75 排泥弁φ150 排泥弁φ150

単　位 本管・塩ビ 本管・塩ビ 本管・ﾀﾞｸﾀｲﾙ 本管・ﾀﾞｸﾀｲﾙ 備　考
φ150以下 φ２００～φ３００ φ３５０～φ４００ φ４５０～φ６００

制水弁 ヶ 1(1) 塩ビ
1 塩ビ

1 1 ＦＣ製
m 3(3)

塩ビ管 3
2 2

ヶ 1(1)
TSエルボ 1

1 1
TSﾌﾗﾝｼﾞ 〃 2(2)

　 〃 2
〃 1 1

ソケット 〃 (1)
短管２号 〃 1 1
片落管 〃 1

特殊押輪 〃 1
特殊押輪 〃 1 1

弁筐 式 1(1) 1 1 1 座台共

（注） １． （）は、φ125㎜ or φ150㎜－塩ビ製の場合。
２． ダクタイル管の場合は、特殊押輪で接合すること。

3

図面番号

排　泥　弁

鋳鉄製

図面の名称

    φ 150

    φ  50
    φ  75
    φ 150

φ 75×φ 50

    φ 150
VPφ  50
VPφ  75
VPφ 150

本体工

保護工

    φ  50
    φ  75

    φ  50
    φ  75

φ200×φ150
    φ 200
    φ 150

    φ 150

凡
　
例

コンクリート座台

φ520×80 以上

ネーム入り

〔○○○〕制水弁

鎖or蝶番付鋳鉄蓋（FCD）

150以上

φ170以上

7
00

以
上

笠石付鋳鉄弁筐（FCD）

(高さ調節式）

仕切弁

VPφ50～150
引出管

TSエルボ

・短管（ＶＰ）
・ＴＳフランジ
・ＴＳフランジ
・ＶＰ

コンクリート板（別途計上）
390×500×100

本管分岐（別途計上）
：チーズ

・本管φ100㎜以下－塩ビ製φ50

別途計上

・本管φ125orφ150㎜－塩ビ製φ50

・本管φ200～φ300㎜－塩ビ製φ75 ・本管φ350～φ400㎜－ダクタイル製φ150

・本管φ450～φ600㎜－ダクタイル製φ150

別途計上
別途計上

別途計上別途計上

ﾁｰｽﾞ×50 TSﾌﾗﾝｼﾞ50 ﾁｰｽﾞ×75 TSﾌﾗﾝｼﾞ50

泥吐管（ＦＲＰ製）×75
TSﾌﾗﾝｼﾞ75 泥吐管（鋳鉄製）×150 TSﾌﾗﾝｼﾞ150短管２号

泥吐管（鋳鉄製）×200

片落管200×150

短管２号 TSﾌﾗﾝｼﾞ150ｿｹｯﾄ75×50



　

　

規　　格 単　　位 数　　量 規　　格 単　　位 数　　量
（JIS B 2063) 25φ

副弁付 Ｔ－１４ Ｔ－２5
80A m 0.25 32A m 0.5 鋳鉄蓋 式 1 ―

80φ上水規格 枚 2 32φ ヶ 1 〃 〃 ― 1
式 1 ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ等 式 1 ﾚｼﾞﾝｺﾝ桝 〃 1 1

砕石基礎 ㎡ 0.500 0.500
標示杭 本 ― ―

　

SGP-VB
合フランジ

取付付属品

SGP-VB
ゲートバルブ

大型空気弁　　数量表 小型空気弁　　数量表

台1 急排空気弁

名　　称

急排空気弁 台

９×９×６０㎝（ﾈｰﾑ入）
ＲＣ-４０　ｔ＝１０ｃｍ

取付付属品

名　　称

摘　　要

空気弁保護工　　数量表

名　称 単　位 数　　量1

図面の名称 図面番号

空　気　弁

φ５００ 台座＋上桝＋下桝

凡
　
例

本
体
工

本
体
工

大型空気弁

（φ350㎜以上）

路　面　用

小型空気弁

（φ300㎜以下）

路　面　用

50

急排空気弁 φ75

合ﾌﾗﾝｼﾞ SGP-VB 80A

φ350以上

１ﾌﾗﾝｼﾞ付T字管×75（FRP製）

急排空気弁　φ25

ゲートバルブ　φ32

SGP-VB 32A

φ300以下

φ500 以上

1
00

2
00

以
上

1
00

6
00

1
00

0～
1
20

0

φ800

ネーム入り丸型鋳鉄蓋（FCD）

φ500以上

上・中・下桝　φ500

（ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製丸型桝）

50
台座

砕石基礎（RC-40）

50

空気弁保護工（路面用）
大型

小型

50

5
0

20
0

10
0

3
00

40

ドレッサーチーズ
別途計上

別途計上



Ｈ１＝ 調整管の高さ
大型空気弁取付図 Ｈ２＝ Ｔ字管のフランジ部の高さ

空気弁口径の選定に当たっては下表を目安とする。 Ｈ３＝ 空気弁BOXの底部より管面迄の高さ

管　径 管　径
（mm） （mm）

75 75
100 100
150 150
200 25 200 Ｈ１＝Ｈ－（２００＋４５１＋Ｈ２）
250 250 Ｈ３＝Ｈ－７４０
300 25 300
350 350
400 400
450 75 450
500 75 100 500
600 600
700 100 700

（注）

通気施設を設置するに当たっての基本的な考え方は次に示すとおりである。

① 配水槽あるいはスタンドの下流に設ける。（通常低圧のため通気スタンドとする）
② 平坦な勾配から急に下り勾配になる地点に設ける。
③ 下り勾配の路線に設けられた制水弁の直下流に設ける。 管上深　1000　の場合 管上深　1200　の場合
④ 上り勾配の路線に設けられた制水弁の直上流に設ける。 Ｄ Ｈ１ Ｈ２ Ｈ３ 管　種 Ｄ Ｈ１ Ｈ２ Ｈ３ 管　種
⑤ 路線内の高位部に設ける。 200 203 146 260 塩ビ管 200 403 146 460 塩ビ管
⑥ 下り勾配でも管路勾配が変化している地点で、検討の結果必要な地点に設ける。 250 203 146 〃 〃 250 403 146 〃 〃
⑦ 300 174 175 〃 〃 300 374 175 〃 〃

350 156 193 〃 鋳鉄管 350 356 193 〃 鋳鉄管
400 242 107 〃 〃 400 442 107 〃 〃
450 247 102 〃 〃 450 447 102 〃 〃

適用区分 算出基礎

注意事項

φ４００㎜未満の管径に対する適用空気弁口径は、管径の１／５～１／８程度
を目安としている例が多い。

空気弁の呼び径（mm）
急　速 双　口 単　口

13

20

路線の起伏のない直線区間でも、延長が長いときは400～500mに１ヶ所程度設置するこ
とが望ましい。

動水勾配
500 253 96 〃 〃 500 453 96 〃 〃
600 254 95 〃 〃 600 454 95 〃 〃
700 236 113 〃 〃 700 436 113 〃 〃

動水勾配

4-1空　気　弁

図面番号図面の名称

1

7

2

3
4

5

6

制水弁
制水弁

取水ゲート

1
5
0

3
0
1

H
4
=
2
0
0

4
5
1

H
1

H
2 H
3

H

D

1
0
0

2
0
0

1
0
0

3
0
0

7
4
0

4
0


